
2-1

２．平成17年度 堤防強化検討委員会の討議内容

■ 平成17年度検討委員会の主題

平成17年度は、16年度と同様に学識経験者による委員会を公開のもとに開催し、浸透および地震に対する現況堤防の安全性照査を行い、目標値以下の区間を抽出し、各項目毎の対策工法の検討を行

うものとする。なお、対策工法の検討に際しては、浸透、侵食、地震に対する相互の関係を考慮した効率的な対策工法を選定し、吉野川特有の動植物や地下水などの自然環境に対する影響を十分に考

慮するものとする。また、以上の問題を考慮した堤防の質的整備計画についての方針、および対策工法の効果判定や今後の維持管理を検討するためのモニタリング計画を併せて作成するものとする。

■ 討議内容と委員会のスケジュール

(1) 第４回委員会(平成17年8月17日)

浸透に対して、全53断面中42断面(平成および昭和被災箇所)の現況堤防の安全性評価を行い、目標値以下の区間を抽出する。また、浸透および侵食に対する堤防強化工法の検討(一次選定)を行う。

(2) 第５回委員会(平成17年10月頃)

、 。 、 、 。浸透・侵食に対する強化工法の総合検討を 環境に対する影響評価も含めて行う また 現状の耐震対策と東南海・南海地震対策について紹介するほか 地震に対する現況堤防の安全性を検討する断面を選定する

(3) 第６回委員会(平成18年2月頃)

地震に対する現況堤防の安全性評価を行い、強化工法を検討する。また、浸透・侵食対策および環境に対する影響評価を含めた総合検討を行い、吉野川における堤防強化工法についての総括を行う。

第１回委員会
(平成16年8月23日開催)

■ 吉野川堤防の概要及び強化対策上の課題
・委員会の討議内容と工程
・堤防の概要
・被災履歴及びこれまでの堤防強化対策
・堤防強化対策の課題

第５回委員会
(平成17年10月頃開催予定)

■ 強化工法の検討(地震)
・条件整理
・工法比較
・総合検討

第６回委員会
(平成18年 2月頃開催予定)

■ 吉野川堤防強化対策の総括
・とりまとめ
・維持管理(モニタリング)

第２回委員会
(平成16年12月8日)

■ 一連区間の細分化(浸透，侵食)
・既往資料による検討区間の細分化

■ 現況堤防の安全性に関する検討方法及び
条件
・検討方法
・堤防のモデル化(地層構成及び土質定数)
・洪水外力

■ 平成16年出水に伴う被害状況

■ 出水時のモニタリング結果と解析

■ 台風23号による吉野川の漏水現象と解析

■ 一連区間の細分化(地震)
・既往資料による検討区間の細分化
・詳細検討位置の選定

■ 地震による現況堤防の安全性に係わる検
討条件と照査手法
・検討条件(設計外力，土質定数)
・照査方法

■ 現況堤防の安全性評価(地震)

■ 現状の耐震対策について

■ 東南海・南海地震対策について

■ 津波遡上解析結果

第３回委員会
(平成17年3月10日)

■ 現況堤防の安全性評価
・浸透：11断面(全53断面)
・侵食：吉野川0～40km,旧吉野川,今切川

■ 必要対策区間の抽出(浸透、侵食)
・目標値以下の区間の抽出

第４回委員会
(平成17年8月17日開催)

■ 強化工法の検討(浸透、侵食)
・条件整理
・工法比較

■ 現況堤防の安全性評価(浸透：42/53断面)

■ 必要対策区間の再抽出(浸透)
・目標値以下の区間の抽出

■ 強化工法の検討(浸透、侵食)
・総合検討




